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 午前11時08分開会 

○松浦敏司委員長 ただいまから、文教民生委員会

を開会いたします。 

初めに、工藤委員より欠席の届出がありますので

御報告いたします。 

本日の委員会ですが、所管事務調査についてであ

ります。 

それでは、議件１、公共施設予約システムの導入

遅れについて説明を求めます。 

○湯浅崇社会教育課長 私より、オンライン予約シ

ステムの運用開始までの経過につきまして御説明さ

せていただきます。 

本年度導入を行いました、網走市公共施設予約シ

ステムは、スマートフォンやパソコンを活用しまし

て、インターネット上で施設の空き状況を確認した

り、実際に施設の予約が行えるシステムであり、本

年度、エコーセンター、市内コミュニティーセンタ

ー、住民センター、ソレイユの実施施設に導入する

こととし、整備を進めてまいりました。 

システム導入までの経過につきましては、６月と

10月に施設担当者向けの研修会を実施し、11月より

システムの運用を開始する予定として進めてまいり

ました。６月の研修会におきまして、参加者より施

設ごとの研修会も実施してほしいとの声もありまし

たが、システムのカスタマイズに時間を要し、シス

テムの構築が９月末となったことから、10月初旬に

３日間での、全体での操作研修を行ったところであ

ります。この10月の操作研修の参加者より、運用開

始までにもう少し期間を取ってほしいとの声もあ

り、結果としまして、エコーセンターとソレイユの

２施設につきましては、12月１日よりシステムの運

用を開始し、コミュニティーセンター及び住民セン

ターの８施設につきましては、令和５年１月４日よ

りシステムの運用を開始することとし、市ホームペ

ージ、お知らせメール＠あばしり、ＬＩＮＥなどを

活用して市民周知を図ったところでございます。 

12月１日よりエコーセンターとソレイユでは、既

にシステムの運用が開始されておりますが、今のと

ころ大きなトラブルや問い合わせなどはない状況に

あり、エコーセンターでは昨日までの１週間で約60

件のアカウント登録を頂いている状況にございま

す。 

以上です。 

○松浦敏司委員長 ただいまの説明で質疑ございま
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せんか。 

ありませんか。 

○金兵智則委員 予約システムの導入の遅れ、さっ

き９月末でカスタマイズが終わったという御説明だ

ったかと思うのですけれども、ここが遅れたのが原

因なのですか。 

○湯浅崇社会教育課長 当初計画では９月末までに

システムを導入するという予定としており、10月は

運用期間ということで考えておりましたが、最終的

には、10月に開催した操作研修会におきまして、も

う少し、管理者よりですね、時間を取ってほしいと

いう意見がございましたので、その意見に基づいて

ですね、最終的には遅らせたということが実態でご

ざいます。 

○金兵智則委員 であれば、９月末までは予定どお

り進んでいたけれども、10月に実際研修会をやって

みると、なかなかこれは一筋縄ではいかないぞとい

う管理の方々がおっしゃられたので、もう少しちょ

っと期間を置いてということなのだというふうに思

うのですけれども、これ、エコセン、ソレイユがひ

と月遅れたのも同様の理由なのですか。 

○湯浅崇社会教育課長 エコーセンター、ソレイユ

につきましても、当初ですね、全施設、同時に開催

したいという考えがございまして、それに基づいて

ですね、運用をコミセンと同様に１月からというふ

うに考えたところでございますが、準備が整ったと

いうこともありまして、12月からエコセンとソレイ

ユについては運用を開始させていただいておりま

す。 

○金兵智則委員 もともとは11月に一斉に始める予

定だったのですよね。11月の一斉が間に合わないと

いうか、これ一斉ではいけないなというふうになっ

たので11月の運用開始を見送ったと。ただ、エコセ

ン、ソレイユについては12月からスタートできるよ

うになったのでスタートしたと。これ、そうしたら

一斉ではなくてという判断をされたということなの

ですよね。 

○湯浅崇社会教育課長 そのとおりでございます。 

○金兵智則委員 コミセン関係、残りの施設が１月

４日からということを予定されているのですけれど

も、これが延びるという状況、１月４日からさらに

延びるような状況にはならないというふうに考えて

いいですか。 

○湯浅崇社会教育課長 １月４日から運用開始した

いと考えております。 

○金兵智則委員 その状況は整いつつあるというこ

となのですよね。 

○渡辺昭市民活動推進課長 10月の合同研修会の後

ですね、コミセン、一般の方がされているというこ

ともありますので、各コミセンは中心となる指導役

というのですかね、その方を中心に施設ごとに説明

をしていただく体制を取りながら、12月６日からで

すね、今の本番入力の稼働をしているところであり

ますので、１月の年明けからは運用開始ができると

いうふうに判断しております。 

○金兵智則委員 １月４日ですよね、１月４日から

開始というのは、もう再延期というのはないよとい

う答弁だったというふうに思いたいなというふうに

思いますけれども、ちなみになのですけれども、エ

コセンが１週間で60件ほどの登録があったというこ

とですけれども、問い合わせみたいなものはあまり

なかった、ないというような最初御説明もありまし

たけれども、１件もないような状況なのですかね。 

○湯浅崇社会教育課長 今のところ問い合わせはご

ざいません。 

○金兵智則委員 わかりました。 

私もちょっと実は試しにやらせていただいたので

すけれども、意外とちょっと難しいところがあるな

というふうに思いました。私ちょっと団体として登

録をさせてもらったのですけれども、代表者と副担

当者みたいな名前になっているのですよね。これっ

て、副責任者だったかなという名前になっていて、

登録をしたのですけれども、これ代表者と担当者と

かだったらわかるのですけれども、副責任者って何

だろうと。それで、連絡がどっちに行きますかみた

いなあれだったのですよね。ちょっと問い合わせし

ようかなと思ったのですけれども、取りあえずやっ

てみたら予約までできたのでそのままにしてありま

すけれども、ちょっともう１回その辺精査させても

らいたいなと思うのですけれども、それ多分担当者

の意味合いでいいのですかね。これ中身聞いていい

のかどうかわからないのですけれども。 

○湯浅崇社会教育課長 副責任者という表記になっ

ておりますが、担当の方と連絡が取れないときのた

めの、サブの形の連絡が取れる方という意味合いで

して、そこについては表記のほうちょっと検討した

いと思います。 

○金兵智則委員 前に別の事業でもあったのですけ

れども、連絡先というか担当者の連絡先をどうしま

すかみたいなのがあるのですけれども、例えば、今
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回でいえば副責任者にしてあっても、代表者に行っ

てしまったりだとか、そういうのが今後はないのか

もしれないですけれども、以前ちょっと違う事業の

ときに、社会教育課さんでは、連絡は担当者にして

くださいというようなことがあっても、その代表者

のほうに行ってしまっているみたいなことがあった

ので、そこはきちっとしたルール決めをきちんとし

ていただきたいなというふうに思いますか、いかが

でしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 基本的には登録いただいた

方に連絡するという形になっておりますので、連絡

がつかない場合は、副責任者という形の中で問い合

わせをする形で統一しておりますが、もしそういっ

たことが理解できないようであれば、事前に代表者

を変更していただくだとか、そういうふうにしてい

ただければと思います。 

○金兵智則委員 あれ、連絡先をどちらにしますか

みたいな項目、今回、代表者と副責任者でどっちに

しますかみたいなボタンがあったと思うのですけれ

ども、そのボタンを押したほうに連絡をくれるんじ

ゃないのですかね。 

○湯浅崇社会教育課長 そのとおりでございます。 

○金兵智則委員 であるならば、第一優先は副責任

者にしていただいて、それで連絡がつかなければ代

表者にしてもらうと、そこは順番を逆にしてもらい

たいなと思いますし、代表者を変えるというのはで

すね、団体の代表者名を入れているので、そう簡単

にできるものではないのかな。その登録だけならい

いのかもしれないですけれども、こっちはそういう

ことを求められているのだと思って登録しています

ので、そこをちゃんと精査してもらってもいいです

か。 

○湯浅崇社会教育課長 基本的に問い合わせ先に必

ず連絡するようにいたします。 

○金兵智則委員 多分登録がちょっと大変で、これ

から先やるときは多分、１回登録してしまえば、簡

単になるのだというふうに思っていますので、いろ

いろと今後ちょっとトラブルも出てくるのかなと思

いますので、その都度対応していただけたらという

ふうに思います。 

○松浦敏司委員長 ほかに。 

○近藤憲治委員 私からも何点か伺いたいのですけ

れども、そもそも予算審査のタイミングでは11月か

ら一斉に始めますという説明をされていて、わかり

ましたということで予算を通っているわけですけれ

ども、それが結果的にはエコーセンターとソレイユ

が12月、それ以外の住民センターとコミュニティー

センターは１月と、ずれた、遅れたということなの

ですが、その理由として、先ほどカスタマイズに時

間を要したことと、操作説明会というか、研修やっ

てみたらすぐにはやれないよという反応が出たとい

う二つの理由を挙げられてましたけれども、どっち

が要因として大きいのでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 基本的には、操作担当者か

らの声を重視したということで、後者のほうが大き

い要因と考えております。 

○近藤憲治委員 操作担当者というのは、つまり住

民センターやコミュニティーセンターの運営委員会

の方々で、実際予約を受けてくれる方々ということ

と思うけれども、その方たちが研修をやってみたら

非常に操作が難しいという、多分、反応だと思うの

ですけれども、実際そういう反応だった、どういう

反応だったのかちょっと明らかにしていただきま

す。 

○渡辺昭市民活動推進課長 10月４日から６日の合

同研修会、私も１日参加させていただきましたが、

参加されたコミセン、管理人さんとか役員の方含め

てですね、やっぱりおもしろいシステムなのだけれ

ども、ちょっと今日の説明だけではできないとい

う、ちょっとできないよねという話と、もともと個

別研修、施設ごとに訪問させていただいて、個別研

修を行うということで進めていた分もありましたの

で、全員がやっぱり参加できなかったということも

ありましたので、そこら辺で、どうしてもその指導

役みたいな方をつくって、今後に役立てるという形

を取ったものですから、２か月ほど想定よりずれた

というふうに考えています。 

○近藤憲治委員 いわゆるそのユーザーインターフ

ェイスというか、操作性ですよね、管理する側があ

まりよろしくないから、研修をしてもなかなかすぐ

には理解してもらえなかったという要因もあるので

はないかと思っていまして、業者の選定は、当然そ

の担当課でされたと思うのですけれども、やはりそ

こでですね、より操作性がシンプルで、いわゆる運

営側にいらっしゃるお年寄りのスタッフの方でも理

解しやすい仕組みになっているかなという目利きと

いうか見極めをした上で選定されましたか。 

何かちょっと決算っぽくなってしまって恐縮なの

ですけれども。 

○湯浅崇社会教育課長 今回の予約システムの導入
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におきましては、株式会社ＨＡＲＰさんの公共施設

の予約システムを市として選定させていただいてお

ります。選定の理由としましては、道内で既に12の

市町村が導入、運用していることと、他社のシステ

ム導入を図るよりも低価格で導入が図れること、ま

たさらにサーバー設置、アプリケーションの購入が

不要、また、ヘルプデスクが常時設置されているな

どサポート体制も整っていましたことから、ＨＡＲ

Ｐさんの予約システムを総合的に導入したものでご

ざいます。ただ、高齢者に配慮したというところで

は、選考、いろいろな自治体に導入の際に確認した

ところ、それほど問題はないですよというような話

を伺っておりましたので、そこら辺でですね、市と

しては計画どおりに導入できるのではないかという

ことで判断していたところでございます。 

○近藤憲治委員 そういった経過でその企業を選ん

だ、ほかの自治体での先行事例もあるからというこ

となのですけれども、その自治体が導入している仕

組みって、やっぱりどうしてもユーザーインターフ

ェイス、自治体仕様っぽいんですよね。幸いなこと

にと言いますか、網走市には外部人材のデジタル化

参与等がいるわけですよね。導入に当たっては相談

されていますか。 

○湯浅崇社会教育課長 今回のシステム導入に当た

ってはですね、デジタル参与が配置されていないと

きに、既にＨＡＲＰさんのものを選考したというこ

ともありましたので、直接、参与には相談していな

いところでございます。 

○近藤憲治委員 デジタル業界でよくやるのはアジ

ャイル方式って言って、システムを導入した後もど

んどんどんどんアップデートを繰り返しながら、よ

り便利な仕組みにしていくというのがトレンドなの

ですけれども、デジタル化の参与なり、専門的知見

を持った方が網走市にはいるわけですよね。ＨＡＲ

Ｐで導入をした、もうやるって決まった後だったと

しても、操作説明会なんかをやりながら様々な課題

が顕在化したときに、このユーザーインターフェイ

スをどういうふうに改善したら、もっとお年寄りが

使いやすくなりますかねというような相談はしまし

たか。 

○湯浅崇社会教育課長 しておりません。 

○近藤憲治委員 では何のために、これちょっとデ

ジタル全体の話になるのですけれども、何のための

外部人材なのでしょうか。 

○湯浅崇社会教育課長 デジタル参与につきまして

は、システム導入を行いましたので、今後ですね、

十分に相談をしながらですね、システムのカスタマ

イズ等に努めていきたいと考えております。 

○近藤憲治委員 担当課の答弁としては納得といい

ますか、承るのですけれども、さっきのマイナンバ

ーカードと連動したコンビニ交付の話にしても、手

数料を同じまま設定してみたりとか、デジタル化を

やるとファースト宣言している割にはですね、きち

んとインセンティブをつけて、より市民の皆さんに

使っていただきやすいほうに誘導するという意識が

あまり見えないのですよね。そのためにも外部人材

がいて、アドバイスを頂ける環境をつくりましょう

ねと国もやっていて、網走市にも来ているわけなの

ですけれども、活用されていない雰囲気もあるし、

政策のつくり込みの部分では、ちょっとそれでは不

足ですねって感じる部分があるのです。これはもう

全庁的にやっていただきたいのですよ。副市長いか

がですか。 

○後藤利博副市長 デジタル化ということで、専門

の人材を登用して、庁内でもいろいろデジタル化に

向けた施策を進めているわけでございます。当然技

術的な関係ではそういう専門の方の御意見、アドバ

イスも参考とさせていただいておりますし、このよ

うな、実際に市民が実際に使うという部分での使い

やすさといいますか、そういう目線での何と言いま

すか、使いやすさと言いますか、そういうところの

アドバイスなども必要だと思います。今後そういう

部分にも目を向けながらデジタル化の推進に努めて

まいりたいと思います。 

○近藤憲治委員 今、御答弁いただいたのですけれ

ども、市民の利便性を向上するだけではなくて、デ

ジタル化の恩恵というのは、結果的に現場での、今

まで紙でやっていた業務量が減って、対面でやって

いた業務量が減って、より別のサービスにマンパワ

ーを割けるようなってくるというのが、本来理想と

して語られているところなのですけれども、当面

は、これ多分、この予約システムも住民センターや

コミセンで稼働したとしてもですね、デジタルの予

約もあり、紙の予約、電話の予約も並行しているわ

けですから、業務量としては減らないわけですよ。

なので、稼働し始めた後も、なるべく手数の少ない

予約システムを使ってくださいねという方向に、ど

ういうふうに誘導していく、引っ張っていくかとい

う考え方を持って政策を組み立てていかなければな

らないと思うのですけれども、そこは、この間の導
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入のプロセスの中でどうやって、やっていったらい

いのかなというのは、見えてきていますでしょう

か。 

○湯浅崇社会教育課長 今回の予約システム導入に

当たりましては、担当課のほうでですね、施設担当

者と十分協議して進めているところですが、案内に

つきましても登録団体等にですね、事前にアカウン

トを配付して、丁寧な説明を行いたいと考えており

ますし、またタブレット等もですね、活用しながら

ですね、窓口で親切丁寧に登録方法を市民の方に教

えていきたいというふうに考えております。 

○近藤憲治委員 そこをやっていかないと、担当課

それぞれの部門が、今までの業務もやりながらデジ

タルの業務をやるという、ただ仕事が増えただけに

なってしまいますので、そこは担当課もそうですけ

れども、先ほど言ったように、全庁的にデジタルを

入れる以上はどこの手数が減らせるのかな、やる以

上はそっちのサービスになるべく市民の皆さんを引

っ張っていこうという意思を持っていただきたいと

思いますが、最後にお伺いします。 

○湯浅崇社会教育課長 委員の御指摘のとおり、そ

のような形でですね、今後、進めていきたいと考え

ております。 

○松浦敏司委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、この件につきましては、これでよろし

いでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、これをもちまして文教民生委員会を終

了いたします。 

御苦労さまでした。 

             午前11時29分閉会 


